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平成 28 年度第 1 回専門委員会実験指導委員会資料 

 
１．DNA 抽出実験について (生物実験書１８) 
 

DNA 抽出実験は生物基礎の範囲であるが，各教科書会社での実験処理の違いに注目してみた。具体

的には，DNA の複製抽出液を入れる前後に，加熱処理をするかしないかということについてである。 
今回は，加熱の有無による DNA 抽出の違いを実際に行い，比較してみたい。 
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          数 研                   浜島書店 生物図表 

 
●熱を加えるもの  （３／７社） 
１００℃で５分湯せんする （ 実教， 浜島書店生物図表 ） 
５０℃で１０分（プロテイナーゼ K をはたらかせる） 啓林館 
 
●熱を加えないもの （４／７） 

第一，東書，数研，実験書 2009（本県制作） 
 
 
２．ペーパクラフトによる，生物模型の制作 
 
模型を制作することで，見えない大きさのものの認識を確かなものにしたり，数種類を制作し比較

することによって，違いを議論したり，理解することができると考えられる材料を見つけたので報告

する。 
 
・頭骨の比較による，ヒトの脳の進化を理解する。 

ヒト，ゴリラ，チンパンジー，オランウータンの頭骨模型 【BRH（JT 生命誌研究館）】 
 
・バクテリオファージ模型 
          （SOIL-SHOP 生物教材製作所  http://www.k4.dion.ne.jp/~soilshop） 
 
・DNA 二重らせん模型  （いろいろなところから出てます） 

  
 
実際に制作して，検討してみたい。 
 

http://www.k4.dion.ne.jp/%7Esoilshop


３．実験指導委員会の活動計画とホームページの利用について 
 
高教研生物部会のホームページが，今年度より使用できることになり，各専門委員会のページを充

実させていく方向で活動を積極化させていきたい。 
 
【 生物部会の HP アドレス： http://www.biology.koukyouken.ibk.ed.jp/   】 
 
現在の活動状況等を考え合わせて次のことを提案したい。 
 
① 各回の専門委員会資料を掲載する。 
② 出席者の確認方法を確立する（実験指導メーリングリスト を作る） 
③ 全国大会で作成した生物実験書をさらに充実していく方向で活動を行う。 
 （バージョンアップ ，新実験の掲載  新課程への対応  等） 

http://www.biology.koukyouken.ibk.ed.jp/

